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20 雇用保険被保険者からの雇用保険料の控除方法

　雇用保険の被保険者が負担すべき雇用保険料額は、被保険者の賃金総額（総支給額）に被保険
者負担分雇用保険料率を乗じて算定し、算定の結果、1円未満の端数が生じたときは、その端数の
取扱いは以下のとおりとなります。

①　被保険者負担分を賃金から源泉控除する場合、被保険者負担分の端数が50銭以下の場合は切
り捨て、50銭1厘以上の場合は切り上げとなります。

②　被保険者負担分を被保険者が事業主へ現金で支払う場合、被保険者負担分の端数が50銭未満
の場合は切り捨て、50銭以上の場合は切り上げとなります。

例）賃金255,940円×5.5/1,000＝1,407.67→1,408円（被保険者負担分）
注）ただし、慣習的な取扱い等の特約がある場合には、この限りではありません。
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Ｑ１．年度更新に必要な様式はホームページからダウンロードできますか？
　Ａ．一部の様式は厚生労働省ホームページからダウンロードできます。それ以外の様式は電子

申請をご利用いただくか、最寄りの労働基準監督署または労働局で入手してください。
　　　（下記ＵＲＬもしくは右のQRコード、または「主要様式ダウンロードコーナー 

（労働保険適用・徴収関係主要様式）」で検索してください。）
　　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/
　　　　　 roudoukijun/roudouhoken.html

Ｑ２．�第２種特別加入保険料（一人親方等）の申告に関する用紙は、ホームページからダウンロー
ドできますか？

　Ａ．「特別加入保険料算定基礎額特例計算対象者内訳」は厚生労働省ホームページから（ＵＲＬ
はＱ1の回答に記載しているものと同じです。）ダウンロードできます。また、事業場を管轄
する都道府県労働局より送付されていた用紙及び記入要領がある場合等は、当該管轄労働
局へご確認ください。

Ｑ３．�保険料（一般拠出金）の計算をしたら小数点以下が発生しました。切り捨てですか、切り上げ
ですか？

　Ａ．切り捨てになります。
　　　なお、労災保険と雇用保険の算定基礎額が同額の場合は、別々に計算して切り捨てるのでは

なく、両保険の算定基礎額を両保険の料率の合計に乗じ、その後切り捨ててください。（記
入例４（P.27）をご参照ください。）


